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さくらねこ無料不妊手術事業

２０１４年１１月１７日～２１日（手術実施日）

申請者：徳之島３町（天城町・伊仙町・徳之島町）

公益財団法人どうぶつ基金



写真：ノラ猫にくわえられたアマミノクロウサギ（写
真提供：環境省奄美自然保護官事務所）

公益財団法人どうぶつ基金では鹿児島県奄美群島の世界自然遺産登録

への取り組みとして、行政と協働して、猫の捕食によるアマミノクロウサギ絶

滅の保護措置のために徳之島に生息する全ての猫（推定３０００頭）に、さく

らねこＴＮＲ無料不妊手術を行うことになりました。

徳之島は国の特別天然記念物アマミノクロウサギの生息地です。徳之島は

現在国定公園に指定されていますが近く国立公園に指定される見込みで、

２年後までに世界自然遺産登録を目指していますが、その根拠であるアマミ

ノクロウサギは徳之島にわずか２００羽といわれており環境省レッドリストの

絶滅危惧IB類（絶滅危機）に指定されています。

アマミノクロウサギと猫

環境省がアマミノクロウサギの幼獣の生息状況等をモニタリングするため

に実施しているセンサーカメラによる自動撮影調査において、ノネコがアマミ

ノクロウサギの幼獣を捕食している場面が撮影されました。不妊手術を施さ

ないなどといった不適正な飼養や遺棄により、野生化した犬やねこの一部は

繁殖し、野生生物を捕食するようになり、今回のような重大な事態をもたらす

結果となってしまったのです。

徳之島ごとさくらねこＴＮＲを行う理由

３０００匹の島の猫すべてに不妊手術を施し、さくらねこにすることで、管理

された猫と人とアマミノクロウサギとネコが共生する島となり、結果、アマミノ

クロウサギをはじめ希少動物を守ることにつながります。

徳之島は世界一自然に生き物に優しい島となります。

はじめに



【事業日程及び人員】

天城町役場 伊仙町役場 徳之島町役場 獣医師 看護師 どうぶつ基金 合計（名）

11月17日 月 3 8 3 7 1 3 25

11月18日 火 0 5 2 7 1 3 18

11月19日 水 8 7 2 6 1 3 27

11月20日 木 8 7 2 6 1 3 27

11月21日 金 5 7 4 6 1 3 26

11月22日 土 2 5 2 4 0 3 16

作業人数

準備から実施への流れ

日付 内容

10月1日～3日 　事前調査（キックオフミーティング・町長表敬訪問・記者会見）

11月16日 　会場設営

11月17日 　不妊去勢手術・リターン

11月22日 　リターン・撤収

受付
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罠にかかった飼い主不明猫



手術準備から手術実施への流れ

１１月１８日(火）

８：３０ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１６：００ 手術終了

１８：００ 撤収完了・終礼

１１月１７日(月）

８：３０ 朝礼

９：３０ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１６：００ 手術終了

１８：００ 撤収完了・終礼

１１月２０日(木）

８：３０ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１６：００ 手術終了

１８：００ 撤収完了・終礼

１１月１９日(水）

８：３０ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１６：００ 手術終了

１７：００ 撤収完了・終礼

１１月２１日(金）

８：３０ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１６：００ 手術終了

１７：００ 撤収完了・終礼
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手術会場 ： 徳之島高校農場（旧徳之島農業高校 理科室）

猫の保管 ： 徳之島高校農場（旧徳之島農業高校 理科室）
旧歴史民俗資料館
天城町クリーンセンター

捕 獲 器

協働体制

【どうぶつ基金スタッフ】
佐上邦久理事長・佐上悦子・小池英梨子

【どうぶつ基金派遣獣医】
・ 山口武雄獣医（どうぶつ基金顧問） ・ 小松正史獣医
・ 斎藤朋子獣医 ・ 千葉僚子獣医
・ 徳田竜之介獣医*¹（竜之介動物病院） ・ 伊藤悠紀獣医*¹（奄美獣医師会）
・ 足立萌美獣医*¹ ・ 大川恵子*¹ （竜之介動物病院AHT）

＊1ボランティア参加

【行政職員】
• 天城町役場
• 伊仙町役場
• 徳之島町役場

【NPO法人徳之島虹の会】

捕獲器所有者 使用台数

どうぶつ基金 ６２ 台

環境省資材 ２３ 台

あまみ野生動物 ２０ 台

合計 １０５台
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手術集計

ＴＮＲ数
オス メス 耳カットのみ 死亡 計

１７日 32 54 0 0 86

１８日 64 68 1 0 133
１９日 56 52 2 0 110
２０日 56 58 1 1 115
２１日 42 51 0 0 93

合計 250 283 4 1 537

TNR数内訳
飼い猫 ノラ猫 計

１７日 46 40 86

１８日 25 108 133
１９日 68 42 110
２０日 49 66 115
２１日 52 41 93

合計 240 297 537
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天城町

25%

伊仙町
49%

徳之島町

26%

町別捕獲数町名 飼い猫 ノラ猫 合計

天城町 85 50 135

伊仙町 70 194 264

徳之島町 85 53 138

計 240 297 537

町別捕獲数
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・ハブに噛まれ、膿の洗浄と傷口の縫合 ２匹（抗生物質２週間分処方）
・首輪による怪我で首を１２針縫う大手術 １匹
・足の怪我が酷く、膿の洗浄と傷口の縫合 １匹
・耳の後ろを負傷、膿の洗浄と傷口の縫合 １匹（抗生物質２週間分処方）
・真菌を持っていて薬を処方 １匹
・抜歯 １匹
・ヘルニアの治療 １匹
・捕液を行った子猫 ４匹

【その他の医療】

限られた環境の中で、できる限りの医療を施します。



執刀医

山口武雄獣医師
（どうぶつ基金顧問）

小松正史獣医師

斎藤朋子獣医師 千葉僚子獣医師

徳田竜之介獣医師
ボランティア参加
竜之介動物病院院長

足立萌美獣医師
ボランティア参加
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手術会場 徳之島高校農場（旧徳之島農業高校理科室）

9

徳之島高校農場正門

受付の様子

朝礼の様子

手術台セッティング後理科室セッティング前

手術の様子公益財団法人どうぶつ基金
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猫保管場 旧徳之島歴史民族館

猫保管場所の外観

手作りのケージに入った猫。ジャガイモのサンテナを用いリユース可能。
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山口獣医による去勢手術の見学
農業高校教師の経験がある山口獣医
の説明に総合学科で農業や畜産
について学ぶ生徒たちは興味津々

鹿児島県立徳之島農業高等学校総合学科生徒の体験学習

佐上理事長の青空教室

徳之島の自然の希少性や大切さ、今
回の事業の必要性、生物多様性につ
いての講義が行われた。生徒たちは
島の素晴らしさを再認識した。

伊藤獣医によるマイクロチップの説明

動物のトレーサビリティの必要性や、
ペットは責任をもって最後まで飼うこと
の要さなどを学んだ。

九州動物学院理事長で竜之介動物病
院院長の徳田竜之介獣医による特別
講義。獣医やAHTの仕事について普段

は聞けない現場の話がなされ、卒業後
の進路に悩む生徒から質問が相次い
だ。
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広報紙への取り上げ（11月18日奄美新聞）
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広報紙への取り上げ（11月18日南海日日新聞）

公益財団法人どうぶつ基金 15
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公益財団法人どうぶつ基金

天城町
伊仙町
徳之島町

NPO法人虹の会

公益財団法人どうぶつ基金
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第２回徳之島ごと
さくらねこTNRプロジェクト

さくらねこ無料不妊手術事業

２０１５年１月２５日～３１日

申請者：徳之島３町（天城町・伊仙町・徳之島町）

第一回H26/11/15〜22 ５３７匹
第二回H27/1/25〜31 ６４１匹

合計 １１７８匹



写真：ノラ猫にくわえられたアマミノクロウサギ（写
真提供：環境省奄美自然保護官事務所）

公益財団法人どうぶつ基金では鹿児島県奄美群島の世界自然遺産登録へ

の取り組みとして、行政と協働して、猫の捕食によるアマミノクロウサギ絶滅

の保護措置のために徳之島に生息する全ての猫（推定３０００頭）に、さくら

ねこＴＮＲ無料不妊手術を行うことになりました。

徳之島は国の特別天然記念物アマミノクロウサギの生息地です。徳之島は

現在国定公園に指定されていますが近く国立公園に指定される見込みで、

２年後までに世界自然遺産登録を目指していますが、その根拠であるアマミ

ノクロウサギは徳之島にわずか２００羽といわれており環境省レッドリストの

絶滅危惧IB類（絶滅危機）に指定されています。

アマミノクロウサギと猫

環境省がアマミノクロウサギの幼獣の生息状況等をモニタリングするために

実施しているセンサーカメラによる自動撮影調査において、ノネコがアマミノ

クロウサギの幼獣を捕食している場面が撮影されました。不妊手術を施さな

いなどといった不適正な飼養や遺棄により、野生化した犬やねこの一部は繁

殖し、野生生物を捕食するようになり、今回のような重大な事態をもたらす結

果となってしまったのです。

徳之島ごとさくらねこＴＮＲを行う理由

３０００匹の島の猫すべてに不妊手術を施し、さくらねこにすることで、管理さ

れた猫と人とアマミノクロウサギとネコが共生する島となり、結果、アマミノク

ロウサギをはじめ希少動物を守ることにつながります。

徳之島は世界一自然に生き物に優しい島となります。

はじめに
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手術準備から手術実施への流れ

１月２６日（月）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１３：００ 昼食

１４：００ 手術再開

１７：００ 手術終了

１７：３０ 撤収完了・終礼

１月２５日（日）

１４：００ 手術会場設営

１５：３０ 協働ミーティング

１７：００ 解散

１月２８日(水）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１７：００ 手術終了

１7：３０ 撤収完了・終礼

１月２７日(火）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１７：００ 手術終了

１７：３０ 撤収完了・終礼

１月２９日(木）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開１７：００

１７：００ 手術終了

１７：３０ 撤収完了・終礼

公益財団法人どうぶつ基金 19

１月３０日（金）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１０：００ ３町 ミーティング

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１７：００ 手術終了

１７：３０ 撤収完了・終礼



【事業日程及び人員】

公益財団法人どうぶつ基金 20

手術会場 ： 旧徳之島農業高校跡地

猫の保管 ： 旧徳之島農業高校跡地
旧歴史民俗資料館
天城町クリーンセンター

捕 獲 器
捕獲器所有者 使用台数

どうぶつ基金 162
環境省資材 24
あまみ野生動物 20
合計 206

伊仙町 天城町 徳之島町 どうぶつ基金 合計

1月25日 8 15 6 11 40

1月26日 8 15 6 12 41

1月27日 8 15 6 12 41

1月28日 8 15 7 10 40

1月29日 8 15 7 10 40

1月30日 8 15 7 10 40

1月31日 6 15 2 10 33

総数 54 105 41 75 275



手術集計
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15%

85%

飼い猫ノラ猫の割合

飼い猫 ノラ猫

町別猫持ち込み数

オス メス 手術済 合計

1月26日 54 57 4 115

1月27日 69 65 1 135

1月28日 76 68 1 145

1月29日 72 73 0 145

1月30日 46 55 0 101

合計 317 318 6 641

オス

49%
メス

50%

手術済

1%

オス・メス・手術済み表

町名 飼い猫 ノラ猫 手術済 合計

天城町 48 327 4 379

伊仙町 20 124 2 146

徳之島町 23 93 0 116

計 91 544 6 641

天城町 379

伊仙町 146

徳之島町 116

合計 641

23%

59%

18%

町別ねこ持ち込み数

伊仙町 天城町 徳之島町
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その他の治療

眼球摘出 断脚 縫合 補液 子宮筋腫 子宮蓄膿症 補液
抜歯 ヘルニア その他

断脚

眼球摘出

補液

足の怪我が酷く、膿の洗浄と傷口の縫合

膿の洗浄と傷口の縫合



執刀医

山口武雄獣医師（どうぶつ基金顧問） 日下部獣医師

斎藤獣医師 平野獣医師

山本獣医師ボランティア参加 千田獣医師ボランティア参加
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大西獣医師 平出獣医師



手術会場 旧徳之島農業高校跡地
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徳之島高校農場正門

受付の様子

朝礼の様子

耳カット

手術の様子

公益財団法人どうぶつ基金

ケージ洗い
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猫の保管 ： 旧徳之島農業高校跡地 旧歴史民俗資料館
天城町クリーンセンター

手術済の猫たち

手作りのケージに入った猫。

ジャガイモのサンテナを用いリユース
可能。

公益財団法人どうぶつ基金 25

手作りのハウス猫のたち（天城町）。
移動が可能な猫ハウス。

獣医師が猫たちの回復をチェックし
て、元の場所に返されます。
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「さくらねこを知っていますか。

〜どうぶつの命と徳之島の自然について考えよう〜」

伊仙小学校（全児童１５６名）

講師
美延治郷（伊仙町役場環境課長）
佐上邦久（どうぶつ基金理事長）

生徒を代表して3名が命の大切さの
感想と感謝の気持ちを述べた。



1月27日奄美新聞

公益財団法人どうぶつ基金 27



公益財団法人どうぶつ基金 28

1月27南海日日新聞



1月31日奄美新聞

公益財団法人どうぶつ基金 29



公益財団法人どうぶつ基金 30



31

さくらねこ無料不妊手術事業
第２回徳之島ごとさくらねこTNRプロジェクト

公益財団法人どうぶつ基金

天城町
伊仙町
徳之島町

NPO法人徳之島虹の会

公益財団法人どうぶつ基金


